
『ICTを活用した指導支援』
～視点を変えると困りが見えてくるかも  

引き出しを増やせば子ども達は変われるかも～
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自己紹介



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




ユニバーサルデザイン授業の提供 
（授業における基礎的環境整備） 

治療教育アプローチ 
（困りを克服するために訓練を提供する） 

例. 
読む：ビジョントレーニング 
書く：自助具、気付き 

… 

機能代替アプローチ 
（代替手段で学習へのベースを提供する） 

例． 
読む：音声読上 

書く：キーボード入力



障害者差別解消法



学校では

鉛筆やペンでの書字が困難な学生に対して、授業や

入試へ参加するための代替手段を認めないことは、

同法の差別禁止および合理的配慮の否定に抵触する。

さらに、本人が申請する代替手段の利用について、

学校側は検討する義務が発生する。

東京大学 先端科学技術研究センター 近藤武夫准教授



障害者差別解消法
合理的配慮については、行政機関（国と自治体や公立

学校、福祉施設など）に対し法的に義務化。民間事業

者に対しては努力義務。 

報告しなかったり、虚偽報告をしたりした場合は、 

２０万円以下の過料が科される。







めがねのように当たり前？



見にくい⇒メガネ 
聞きにくい⇒補聴器 
歩行できない⇒車いす 
見えない⇒白杖、盲導犬 

読めない、書けない、記憶できない
推測できない、計算できない⇒ 
タブレット端末

困りが違うので対処法が違うだけのはず？



何故タブレット端末での支
援だと、お前だけずるいと 
言われるのでしょうか？



（一台で何でも出来る=All 
in One）がずるく見える 
単機能⇒多機能へ

タブレット端末本来の優位性

メガネもGoogle Glassであれば
補聴器もiPhoneと連動できれば
きっとずるいって言われますよ！



Never give up on learning by yourself | Tomonao 
Matsuya | TEDxKids@Chiyoda



Chapter 1
求められている力



ボディランゲージ



言葉



象形文字　石　削る



文字　紙　毛筆



音声入力　デジタル　ユビキタス



ボディランゲージ



言葉



文字　紙　書く



文字　紙　読む



音声入力　デジタル　ユビキタス



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

情報のインプット

情報のアウトプット

情報の処理

情報の蓄積

情報の応用

そもそも何の為の行為 



読む⇒目の発達　追視・注視

書く⇒指の発達　粗大運動から微細運動

コミュニケーション⇒
　　　脳の発達　切れやすい　前頭前野の発達

*NHK ニッポンの家族　非常事態！





ゲーム 読書

面で素早く 行でじっくり





握り持ち 三点持ち

人差し指の出番は無い 人差し指はキーマン



https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/

https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/


携帯ゲーム ごっこ遊び

話す機会は殆ど無し
罵声のみ

やりとり遊び
順番・模倣・語彙・・



就学前の経験は、
読み・
書き・
コミュニケーション
に大きな影響がある

粗大運動から微細運動   

人との関わり 

ブロック、
ごっこ遊び、
模倣、
ルール



Chapter 2
困難さ



読むこと



文字が小さい
字が読めない
意味がわからない
字がへたくそ
眩しい
行が飛んでしまう
逐次読み
漢字が読めない
見えない
本を持てない
本を捲れない
音で表出できない
・・・









Вспомните, пожалуйста. Такой ребенок в 
классе, или не было. Kakaruko время 
Utsushitoru Доски отметить. Детский 
персонаж из записки массы лежит вне. 
Реальное чтение других слов, ребенок не 
может читать только в закупорке. Я 
думаю, что если бы я уверен. Есть ли они, 
должны будут хотеть сделать. Или же это 
стало так, но я работал тяжело.



書くこと



鉛筆がうまく持てない
どこまで書いたか分からない
必要な情報を取り出せない
周囲の他のものが気になる
書く文字を記憶できない
ノートが書きにくい
マス・行が無い
音韻処理が苦手
バランスがうまく取れない
・・・



let's try it！

両足を前方で浮かせながら
利き手の手首を浮かせながら
左で紙を押さえずに
自分の名前を書いてみましょう。



기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?



聞くこと



音が小さい
必要な音を抜き出せない
意味がわからない
話がへたくそ
周囲がうるさい
聞くだけでは覚えられない
指示が多すぎる
理解できない単語
脳機能
理解度を表出できない
・・・







Chapter 3
代替手段



ペン型ワイヤレススキャナー









VOCAペン



Daisy教科書

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html


AMIS



AccessReading

http://accessreading.org

http://accessreading.org


WORD ＋　和太鼓



音声教材BEAM

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials


Windows media player ...



文字認識＋音声読上（「もじかめ」）



メモ + 音声入力



カメラ



インターネット（「Safari」）



電卓（「FusionCalc」）



翻訳（「写真を翻訳」）



経路（「GoogleMaps」）



経路（「GoogleMaps」）



共有（「AirDrop」）



まとめ



就活本番！ 企業が求める6つの能力 

（1）チャレンジ精神（変革する力、バイタリティ） 

（2）チームワーク力（共感力、チーム志向） 

（3）コミュニケーション力（論理的思考、伝える力） 

（4）リーダーシップ力（周囲を巻き込む力、主導力） 

（5）主体的行動力（自律的アクティビィティ、やりぬく力） 

（6）グローバル素養（異文化受容力、語学力）

http://president.jp/articles/-/14748

http://president.jp/articles/-/14748


現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



ユニバーサルデザイン授業の提供 
（授業における基礎的環境整備） 

治療教育アプローチ 
（困りを克服するために訓練を提供する） 

例. 
読む：ビジョントレーニング 
書く：自助具、気付き 

… 

機能代替アプローチ 
（代替手段で学習へのベースを提供する） 

例． 
読む：音声読上 

書く：キーボード入力

学年 
困りの主訴 
本人の希望 

しっかりとした 
アセスメントと 
目立て 

がスタートです



参考図書









「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

